
施工検討委員会設置要綱の試行



石川県土木部施工検討委員会設置要綱の試行

（目的）

第１条 石川県土木部の発注する工事（以下「工事」という。）において、設計の意図及

び目的を施工者に的確に伝え、工事施工時の状況や問題点を確認、協議し、施工

の円滑化と品質の確保並びに技術力の向上を図るため、各発注機関において以下

に該当する工事には施工検討委員会（以下「委員会」という。）を設置する。

（設置対象工事）

第２条 委員会を設置する工事は以下の工事の中から、所長が必要と認めた工事とする。

（１）重要構造物を含む工事（橋梁、トンネル、ＢＯＸ、樋門・樋管、擁壁等）

（２）指定仮設を含む工事

（３）新技術・新工法を活用する工事

（４）施工条件、地形・地質条件等の変更が予想される工事

２ 上記以外の工事であっても、契約後に施工者から委員会設置の申し出があった工

事で、所長が必要と認めた工事。

（検討事項）

第３条 委員会は、次に揚げる事項について協議する。

（１）設計の意図・目的の適正な伝達と反映

（２）工事施工段階における施工上の問題点に対する対応

（３）その他工事に関連する事項

（構成）

第４条 委員会の委員長、副委員長及び委員は、原則として下記の者で構成する。

ただし、必要に応じて変更することができる。

２ 委員長は技術次長とする。

３ 副委員長は工事管理担当次長とする。

４ 発注者委員は当該工事を所管する課長、係長、及び監督員とする。

５ 施工者委員は当該工事の現場代理人、監理(主任)技術者、及びその関係者とす

る。

６ 設計者委員は当該工事の詳細設計を担当した監理技術者とする。

７ その他の委員は、必要に応じ当該工事に関係する測量・調査を担当した技術者

とする。

８ 委員は、委員長の承諾をもって変更することができる。

９ 委員長は必要に応じて、副委員長または当該工事を所管する課長を委員長代行

として指名することができる。



（実施時期）

第５条 委員会は、次ぎに掲げる時期に開催するものとする。

（１）工事の着手前（契約から施工計画書作成までの間）

（２）工事施工途中（条件変更時など必要に応じて）

（会議）

第６条 委員会は、委員長が招集する。

２ 委員長は必要があると認めたときは、委員以外の者を会議に出席させ、説明を

求めることができる。

３ 委員会の設置については、当該工事の特記仕様書に「施工検討委員会」の設置

工事であることを明示する。（参考ー１）

４ 委員会の開催にあたり施工者への指示、及び設計者への参加要請は当該工事の

監督員が行う。（参考ー２）

（事務局）

第７条 事務局は、工事を所管する担当課に置く。

（その他）

第８条 この要綱に定めるもののほか、委員会の運営に必要な事項は、委員長が定める。

附則 この要綱は、平成１７年４月１日から施行する。

平成１８年７月３１日 改正



参 考 － １

特 記 仕 様 書

１ ． 本 工 事 で は 、 発 注 者 お よ び 設 計 者 が 設 計 の 意 図 ・ 目 的 を 施 工 者 に 的 確 に 伝 え 、 工 事 施

工 時 の 状 況 ・ 問 題 点 を ３ 者 で 確 認 ・ 協 議 し 、 施 工 の 円 滑 化 ・ 品 質 の 確 保 な ら び に 技 術 力

の 向 上 を 図 る た め 、 施 工 検 討 委 員 会 を 設 置 す る こ と と し て い る 。

本 工 事 の 受 注 者 は 、 施 工 検 討 委 員 会 の 開 催 に あ た り 円 滑 に 運 営 さ れ る よ う 監 督 員 の 指

示 に 従 う こ と 。



参考－２

平成○○年○月○日

○○コンサルタント(株) 殿

○○○○土木事務所長 印

「○○○○工事施工検討委員会」への担当技術者の参加要請について

このたび、貴社が担当された「○○○○業務」に基づき発注された「○○○○工事」

に関して、当該工事に係わる設計の意図及び目的を施工者に的確に伝え、工事施工時の

状況や問題点を確認、協議し、施工の円滑化と品質の確保並びに技術力の向上を図るた

め、発注者・施工者・設計者により構成される標記委員会を、下記のとおり開催するこ

ととなりました。

つきましては、当該業務を担当された技術者の委員会への参加について、ご協力をお

願いいたします。

記

１ 開催日時 平成○○年○月○日（○） ○○時～

２ 場 所 ○○○○事務所 会議室

３ 参加要請技術者 当該業務に精通し指導的立場にあった技術者及び

当該業務全般の実務を担当した技術者

４ 問い合わせ先 ［担当部署・職・氏名等］

※参加要請に基づき、設計者側の了承が得られた後、参考－３ のとおり、施工検討委

員会に係る業務委託契約を締結する。



施工検討委員会開催の流れ

施工者 発注者 設計者
（参考－１）を添付
対象工事の決定
　・重要構造物を含む工事

　　（橋梁、トンネル、BOX、樋門・樋
　　　管、擁壁等）

　・指定仮設を含む工事

　・新技術・新工法を活用する工事

　・施工条件、地形・地質条件の
　　変更が予想される工事

（参考－２）

施工検討委員会への参加要請

設計図書の照査、現地調査

施工計画書(案）の作成 資料の整理

施工検討委員会開催の調整

照査結果・質問書 ・質問書内容の確認 質問回答の準備

・日程調整

第１回施工検討委員会の開催
・設計図書、施工上の留意点の説明
・設計図書と現場の整合性の確認
・質問書に対する回答

↓
協議確認書の作成（コンサル）し、三者確認

施工計画書の作成

工事着手

必要に応じて、第２回施工検討委員会の開催

工事の契約

施工検討委員会に係る業務委託契約

施工条件の変化等の問題が発生し、再度施工検討委員会が必要となった場合

施工検討委員会に係る業務委託契約の変更

参考－３
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